
■調査概要
対　　象　市内に居住する満18
歳以上の男女1,200人

調査期間
　6月28日㈪～7月15日㈭
回答状況　回答者500人
　　　　　回答率41.7％ 2

0.9％0.9％

■ 市民意識調査　結果公表

回答状況　回答者
　　　　回答率

健康について

生ごみの減量・資源化について

■ 市民意識調

市の「花・木・鳥 」等の制定について

インターネットの利用状況について

広報のしろについて

市 政 に つ いて

22年度市民意識調査

2 からだ元気・お口元気教室の皆さん
（二ツ井地域包括支援センター）

　スポーツをする人の1日の運動時間が増えています。また、
メタボリックシンドロームという言葉は、ほぼ浸透しており、
「予防を実践」する人の割合も増えていることから、市民の健
康に関する意識は確実に高まってきていると思われます。

　「睡眠による休養が十分にとれていない人」の割合が減少
していることは自殺予防対策の一環としての民間団体も含
む動きにより、追い込まれる状況が回避されてきているの
ではないかと思われます。

　「取り組んでいる」と答えた人は昨年度より減少していま
す。また｢興味はあるが取り組んでいない」と答えた人の割
合が 30.6％で、そのうち「生ごみの講習会等があれば参加
したい」と答えた人の割合は 68.0％でしたが、時間や場所
の都合で参加できないという意見が多数ありました。

コンポスト容器や段ボール箱を利用した生ごみのたい肥化
については、環境大学講座や市民プラザで講習（講師：コ
ンポスト見なおし隊）を行っていますが、今後は講習の開
催時期を工夫したり、広報などで紹介していきたいと考え
ています。

　　「制定の必要はない」との回答 21.4％に対し、「22 年度
中に制定すべき」「23 年度をメドに制定すべき」「もっと時
間をかけて制定すべき」との、制定に賛成の意向を示す回
答の合計は、65.2％となっており、制定の時期については意

見が分かれるものの、制定することについては、多くの市
民が賛成の意向であることがわかりました。県内の制定状
況等を考慮し、制定に向けて準備を進めていきます。

　広報の発行形態については、最も多かったのが「現状
の内容でちょうどいい」、次いで「『お知らせ版』を廃止し、
月１回にしてほしい」でした。
　市からのお知らせの入手方法については、「広報のしろ」
が最も多くなっています。市からの情報伝達手段としては

やはり広報のしろが有効であると考えられます。
　こうした結果をもとに、広報のしろの発行回数について
検討するとともに、自由記載欄には「広報が配布されてい
ない」という意見もあり、未配布世帯の解消などについて
も検討していきます。
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無回答15分～30分 30分以上　
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35.8％

30.6％ 53.0％

14.5％

11.4％

46.9％ 2.8％2.8％

無回答興味はあるが取り組んでいない 取り組んでいない
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無回答参加したくない その他
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68.3％ 1.9％1.9％
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無回答言葉は知っている 知らない

25.2％ 27.2％ 21.4％ 6.0％ 7.4％12.8％

もっと時間をかけて制定すべき その他 無回答

39.6％ 6.6％ 19.8％34.0％
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35.9％
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2.8％2.8％
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市民憲章 その他 無回答
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無回答だいたいとれている あまりとれていない

  昨年度と同様、「市が取り組んでいる仕事の内容や進み
ぐあい」「市が計画している仕事やその内容」が 1、2 位
となりました。ポイントもいずれも増となっています。結
果をふまえて、広報「のしろ」を中心に、これらの情報を、
的確にわかりやすく公開・発信することをこころがけ、市
政に対する理解と協力（参画？協働？）が得られるよう
努めていきます

  この設問は、「市職員はどうあるべきか」を市民
の皆さんの視点で選んでもらったものです。上位
３つは、順番こそ違ってもいずれも毎年同じもの
が選ばれていることから、市民が求める職員像は
大きく変化していないものと思われます。
　市職員として最も大切な姿勢や窓口・電話応対
などの接遇に気をつけ、今まで以上に職員の資質
向上に努めていきます。

  意見や要望があっても「伝えない」という回答が、昨年
度に引き続き1位で、１ポイント増となっています。また、
「わからない」という回答も昨年度同様２位で、2.7 ポイン
ト増となっています。
　市長への手紙、メール、ファクス、自治会長・行政相談
委員などの制度の周知を図りながら、市民の皆さんが気
軽に相談、意見や要望を伝えられる窓口づくりや、皆さ
んの生の声に積極的に耳を傾け、その声を市政に生かす
よう、より一層広聴活動に努めていきます。

　インターネット・電子メールを「利用している」「利用
したい」と考えている人は年々増加傾向にあります。利
用環境については、携帯電話・ＰＨＳが日常生活に必要な
道具として定着しているといえます。パソコンからの利
用は、光サービスがＡＤＳＬを超えており、動画などの大
容量通信の傾向が強くなっていると考えられます。
　インターネットは、必要な情報を必要な時に取り出す
ことが可能であり、生活の中でさまざまな利用をされて
います。市民の皆さんが快適な環境でインターネットを
利用できるよう通信事業者に働きかけていきます。
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自分で直接市役所を訪れて話すか電話で伝える
陳情や請願をする

市議会議員を通じて伝える
自治会長や行政相談委員を通じて伝える
「市長への手紙」やEメール、ファクシミリで伝える

新聞等への投稿を行う
知り合いの市の職員を通じて伝える

伝えない
わからない
その他
無回答
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15.8

3.5
3.5

ニュースを閲覧
ホームページ・ブログ等を閲覧

趣味に関する情報を収集
仕事・勉強に関する情報を収集

オンラインショッピング・オークションに参加
友人等とメール

オンラインゲームを楽しむ
音楽・映像をダウンロード

ホームページ・ブログ等から情報を発信
その他
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（％）
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17.6（14.6）
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0.2（0.9）
0.8（2.3）
2.8（2.6）

サービス業という意識を持つ職員
社会の変化を敏感に察知し、対応できる職員
笑顔で親切丁寧な対応のできる職員

わかりやすく説明できる職員
迅速で効率的な仕事のできる職員
市民の立場に立って物事を考える職員
自分の発言や行動に責任を持つ職員

誰にでも公平に接する職員
現状を正しく理解し、正確に判断できる職員

柔軟な対応のできる職員
専門知識・技術を持ち、市民に還元する職員
仕事を立案・実施・点検・改善できる職員

わからない
その他
無回答
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市長の考え方 21.4（25.1）
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市の予算の使い方
市が取り組んでいる仕事の内容や進みぐあい
市が計画している仕事やその内容
新しくできた制度やその事務手続
市が抱えている大きな問題や困っていること

市の施設やその利用方法
市の行事や催し物

市のいろいろな統計資料
市の歴史や文化・芸能など

市議会で審議されている内容
わからない
その他
無回答

（％）
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携帯電話・PHS
光サービス

ADSL
ISDN
その他

利用していないが、今後利用したい

利用したいと思わない
わからない
無回答 無回答
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計時間

15分未満

22年度

21年度

●家庭で、コンポスト容器など
によるたい肥化など、生ご
みの資源化に取り組んで
いるか
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21年度

●前問で「2」と答えた方、生
ごみの講習会などがあれ
ば参加したいか

参加したい

22年度

21年度

●メタボリックシンドロームとい
う言葉について

知っていて予防を実践

22年度●市の「花・木・鳥」等の制定
の必要性

22年度中に制定すべき
23年度をメドに制定すべき 制定の必要はない

22年度●どれを優先して制定すべき
か

「花・木・鳥」

22年度

21年度

●毎日の睡眠で休養が十分
とれているか

十分とれている

●市政に対する意見や要望の伝え方

●市政について、特に知りたいと思っていること
　　　　　　　　　　　　　　 （複数回答3つまで）

●どのような市職員を求めるか
　　　　　　　　　　　　　　（複数回答３つまで）

22年度

22年度

●「広報のしろ」の発行形態
について

●市からのお知らせを得る方
法

●利用している環境●パソコン・携帯電話等でインターネット・電子メールを
利用しているか

現状の内容でちょうどいい

広報のしろ 広報のしろ以外の市からの
印刷物・通知等

インターネット
（市ホームページ等） 新聞

フリーペーパー
（無料の情報誌等）

「お知らせ版」の内容を
多くしてほしい

「お知らせ版」を廃止し、
月１回にしてほしい

それほど読んでいないので
わからない その他 無回答

その他
無回答

　市政については、広報のしろを中心に市民の皆さんと
これらの情報について共有できるように広報活動の充実
に努めるほか、気軽に市民の皆さんが意見や要望を伝え
られる窓口づくりなど、より一層の広聴活動に努めます。

　また、「どのような市職員を求めるかについて」は、
市民が求める職員像は毎年あまり変化していないものと
思われます。市職員としての基本的な心構えを忘れず、
今まで以上に職員の資質向上に努めていきます。

●どのように利用しているか

市政について

広報のしろ  23.1.1 12
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2 からだ元気・お口元気教室の皆さん
（二ツ井地域包括支援センター）

　スポーツをする人の1日の運動時間が増えています。また、
メタボリックシンドロームという言葉は、ほぼ浸透しており、
「予防を実践」する人の割合も増えていることから、市民の健
康に関する意識は確実に高まってきていると思われます。

　「睡眠による休養が十分にとれていない人」の割合が減少
していることは自殺予防対策の一環としての民間団体も含
む動きにより、追い込まれる状況が回避されてきているの
ではないかと思われます。

　「取り組んでいる」と答えた人は昨年度より減少していま
す。また｢興味はあるが取り組んでいない」と答えた人の割
合が 30.6％で、そのうち「生ごみの講習会等があれば参加
したい」と答えた人の割合は 68.0％でしたが、時間や場所
の都合で参加できないという意見が多数ありました。

コンポスト容器や段ボール箱を利用した生ごみのたい肥化
については、環境大学講座や市民プラザで講習（講師：コ
ンポスト見なおし隊）を行っていますが、今後は講習の開
催時期を工夫したり、広報などで紹介していきたいと考え
ています。

　　「制定の必要はない」との回答 21.4％に対し、「22 年度
中に制定すべき」「23 年度をメドに制定すべき」「もっと時
間をかけて制定すべき」との、制定に賛成の意向を示す回
答の合計は、65.2％となっており、制定の時期については意

見が分かれるものの、制定することについては、多くの市
民が賛成の意向であることがわかりました。県内の制定状
況等を考慮し、制定に向けて準備を進めていきます。

　広報の発行形態については、最も多かったのが「現状
の内容でちょうどいい」、次いで「『お知らせ版』を廃止し、
月１回にしてほしい」でした。
　市からのお知らせの入手方法については、「広報のしろ」
が最も多くなっています。市からの情報伝達手段としては

やはり広報のしろが有効であると考えられます。
　こうした結果をもとに、広報のしろの発行回数について
検討するとともに、自由記載欄には「広報が配布されてい
ない」という意見もあり、未配布世帯の解消などについて
も検討していきます。
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無回答だいたいとれている あまりとれていない

  昨年度と同様、「市が取り組んでいる仕事の内容や進み
ぐあい」「市が計画している仕事やその内容」が 1、2 位
となりました。ポイントもいずれも増となっています。結
果をふまえて、広報「のしろ」を中心に、これらの情報を、
的確にわかりやすく公開・発信することをこころがけ、市
政に対する理解と協力（参画？協働？）が得られるよう
努めていきます

  この設問は、「市職員はどうあるべきか」を市民
の皆さんの視点で選んでもらったものです。上位
３つは、順番こそ違ってもいずれも毎年同じもの
が選ばれていることから、市民が求める職員像は
大きく変化していないものと思われます。
　市職員として最も大切な姿勢や窓口・電話応対
などの接遇に気をつけ、今まで以上に職員の資質
向上に努めていきます。

  意見や要望があっても「伝えない」という回答が、昨年
度に引き続き1位で、１ポイント増となっています。また、
「わからない」という回答も昨年度同様２位で、2.7 ポイン
ト増となっています。
　市長への手紙、メール、ファクス、自治会長・行政相談
委員などの制度の周知を図りながら、市民の皆さんが気
軽に相談、意見や要望を伝えられる窓口づくりや、皆さ
んの生の声に積極的に耳を傾け、その声を市政に生かす
よう、より一層広聴活動に努めていきます。

　インターネット・電子メールを「利用している」「利用
したい」と考えている人は年々増加傾向にあります。利
用環境については、携帯電話・ＰＨＳが日常生活に必要な
道具として定着しているといえます。パソコンからの利
用は、光サービスがＡＤＳＬを超えており、動画などの大
容量通信の傾向が強くなっていると考えられます。
　インターネットは、必要な情報を必要な時に取り出す
ことが可能であり、生活の中でさまざまな利用をされて
います。市民の皆さんが快適な環境でインターネットを
利用できるよう通信事業者に働きかけていきます。
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（％）

0 10 20 30 40 50 60

44.4
33.5

51.8
36.6

25.0
50.0

3.5
15.8

3.5
3.5

ニュースを閲覧
ホームページ・ブログ等を閲覧

趣味に関する情報を収集
仕事・勉強に関する情報を収集

オンラインショッピング・オークションに参加
友人等とメール

オンラインゲームを楽しむ
音楽・映像をダウンロード

ホームページ・ブログ等から情報を発信
その他

（％）

（％）
（％）

0 10 20 30 40 50

（　）内は昨年度の割合

18.2（18.9）
17.4（15.6）

38.4（39.2）
36.2（37.5）

24.8（20.3）
42.4（45.8）

17.6（14.6）
21.6（28.5）
19.8（21.2）
23.8（17.6）

15.6（12.8）
5.8（8.6）

0.2（0.9）
0.8（2.3）
2.8（2.6）

サービス業という意識を持つ職員
社会の変化を敏感に察知し、対応できる職員
笑顔で親切丁寧な対応のできる職員

わかりやすく説明できる職員
迅速で効率的な仕事のできる職員
市民の立場に立って物事を考える職員
自分の発言や行動に責任を持つ職員

誰にでも公平に接する職員
現状を正しく理解し、正確に判断できる職員

柔軟な対応のできる職員
専門知識・技術を持ち、市民に還元する職員
仕事を立案・実施・点検・改善できる職員

わからない
その他
無回答

（％）

0 10 20 30 40

市長の考え方 21.4（25.1）
（　）内は昨年度の割合

32.8（29.8）
39.2（42.2）
37.4（38.8）

30.8（30.4）
35.8（28.1）

19.0（20.5）
14.6（18.6）

1.8（2.8）
4.0（4.5）

15.8（19.5）
5.0（4.3）

1.4（2.4）
4.8（4.1）

市の予算の使い方
市が取り組んでいる仕事の内容や進みぐあい
市が計画している仕事やその内容
新しくできた制度やその事務手続
市が抱えている大きな問題や困っていること

市の施設やその利用方法
市の行事や催し物

市のいろいろな統計資料
市の歴史や文化・芸能など

市議会で審議されている内容
わからない
その他
無回答

（％）

4.6％4.6％

利用している

携帯電話・PHS
光サービス

ADSL
ISDN
その他

利用していないが、今後利用したい

利用したいと思わない
わからない
無回答 無回答

0 10 20 30 40 50 60 0 20 40 60 80 100

56.8％

12.8％

16.2％

9.6％
4.6％

22年度

21年度

●スポーツをする人の、1日の
スポーツ・運動にかける合
計時間

15分未満

22年度

21年度

●家庭で、コンポスト容器など
によるたい肥化など、生ご
みの資源化に取り組んで
いるか

取り組んでいる

22年度

21年度

●前問で「2」と答えた方、生
ごみの講習会などがあれ
ば参加したいか

参加したい

22年度

21年度

●メタボリックシンドロームとい
う言葉について

知っていて予防を実践

22年度●市の「花・木・鳥」等の制定
の必要性

22年度中に制定すべき
23年度をメドに制定すべき 制定の必要はない

22年度●どれを優先して制定すべき
か

「花・木・鳥」

22年度

21年度

●毎日の睡眠で休養が十分
とれているか

十分とれている

●市政に対する意見や要望の伝え方

●市政について、特に知りたいと思っていること
　　　　　　　　　　　　　　 （複数回答3つまで）

●どのような市職員を求めるか
　　　　　　　　　　　　　　（複数回答３つまで）

22年度

22年度

●「広報のしろ」の発行形態
について

●市からのお知らせを得る方
法

●利用している環境●パソコン・携帯電話等でインターネット・電子メールを
利用しているか

現状の内容でちょうどいい

広報のしろ 広報のしろ以外の市からの
印刷物・通知等

インターネット
（市ホームページ等） 新聞

フリーペーパー
（無料の情報誌等）

「お知らせ版」の内容を
多くしてほしい

「お知らせ版」を廃止し、
月１回にしてほしい

それほど読んでいないので
わからない その他 無回答

その他
無回答

　市政については、広報のしろを中心に市民の皆さんと
これらの情報について共有できるように広報活動の充実
に努めるほか、気軽に市民の皆さんが意見や要望を伝え
られる窓口づくりなど、より一層の広聴活動に努めます。

　また、「どのような市職員を求めるかについて」は、
市民が求める職員像は毎年あまり変化していないものと
思われます。市職員としての基本的な心構えを忘れず、
今まで以上に職員の資質向上に努めていきます。

●どのように利用しているか

市政について

広報のしろ  23.1.113


